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 2022 年秋に控えた九州新幹線（武雄温泉・長崎間）開業に向けた機運の醸成並びに新幹線最寄り駅
に留まらない沿線地域の活性化を目指し、地域のにぎわいを創出させるべく大村線沿線観光活性化 
協議会と共催で、大村線・長崎本線（旧線）の各駅名標のデザインをリニューアルします。 
 各地域の観光・歴史・風景から沿線地域の皆さまが愛着を持てるもの且つ地域の魅力を発信 
できるものをテーマに、沿線地域の特色を活かしたデザインを考案しました！ 
 皆さまぜひ足を運んでいただき、各駅特色のある駅名標をお楽しみください！ 

 

共催 大村線沿線観光活性化協議会（長崎市・佐世保市・諫早市・大村市・長与町・東彼杵町・川棚町） 

※大村線沿線観光活性化協議会とは、長崎・佐世保間を結ぶ鉄道沿線の活性化を目的に、 

7自治体と JR九州が一体となり地域活性化に向けて取り組んでいる組織です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1. 掲載時期 

2021年 3月 27日以降、随時各駅に設置予定 

 

2. シンボルマーク 

リニューアルする各駅名標には、先に発表しましたシンボルマークを掲載いたします 

 

3. デザイン 

別紙 

                  

【お客さまからのお問合せ先】 

JR九州長崎支社 駅名標事務局 ℡：095-827-4050 

 

 



別紙

　住吉中園商店街を中心ににぎわいを生み出している町並みを
　デザインしました。

　【シンボルマーク】
　商店街近くに所在し、参拝者も多い「住吉神社」

長崎市（3駅）

「世界新三大夜景」の一つである稲佐山の夜景を背景に観光名所をデザインし、長崎独自の「和華蘭文化」で異国情緒
あふれる長崎市の町並みをデザインしました。

【シンボルマーク】
古くヨーロッパから伝えられ独自の進化を遂げてきた長崎銘菓である「カステラ」

平和への願いが込められている平和祈念像と長崎市のシンボルであるハトを世界平和への願いを込めてデザインしました。

【シンボルマーク】
「浦上天主堂」とその見所である「ステンドグラス」



別紙

日本に現存する唯一の長波通信施設である
「旧佐世保無線電信所（針尾無線塔）」と
ご当地グルメである佐世保バーガーをイメージして、
やなせたかし先生が描いた「バーガーボーイ」と
「ボコちゃん」をデザインしました。

【シンボルマーク】
伝統の早岐茶市と早岐瀬戸の力強い渦潮

佐世保市（2駅）

絶景スポットであり「長崎百景」にも選ばれている
八幡岳公園（八幡神社）と豊かな自然を
感じられる夕暮れ時の景色をデザインしました。

【シンボルマーク】
南風崎駅の駅舎に用いられているステンドグラスの中に
「南風崎」の文字を列車の色で表し、マークで
デザイン



別紙

諫早市（5駅）

目の前に広がる大村湾をなぞるように連なる山々と
秋から冬にかけて実をつけるみかん畑をデザイン
しました。

【シンボルマーク】
美しい曲線を描く線路と列車

大草駅正面に望む大村湾と春になると駅周辺に咲き誇る
桜並木をデザインしました。

【シンボルマーク】
230年以上の歴史を持ち、日本温州みかんの祖と呼ばれる
「伊木力みかん」

多くの人々の交流拠点になっている西諫早ニュータウン
の町並みをデザインしました。

【シンボルマーク】
「長崎街道（茶色）、多良海道（青色）、島原街道
（緑色）」の分かれ道と「笠」と「振分荷物」

国指定天然記念物である諫早公園の大クスと
国指定重要文化財の眼鏡橋をデザインしました。

【シンボルマーク】
江戸時代から続く「諫早のんのこ節」

古くから長崎を代表する伝統として続くペーロンを
デザインしました。

【シンボルマーク】
ペーロンで使用される「和船」と「櫂」



別紙

大村市（5駅）

多くのレジャー施設や四季折々の風景を楽しむことがで
きる遊歩道など自然と触れ合うことのできる
野岳湖公園をイメージしてデザインしました。

【シンボルマーク】
約340年前から続く大村銘菓の「へこはずしおこし」

花見の名所である鈴田千本桜公園の桜が咲き誇る姿を
デザインしました。

【シンボルマーク】
大村市に多くあるキリシタン史跡の一つである
「鈴田牢跡」と「カーネーション」

「日本の歴史公園100選」でもある大村公園の
国指定天然記念物「オオムラザクラ」と花菖蒲を
デザインしました。

【シンボルマーク】
「玖島城」と国指定天然記念物である
「オオムラザクラ」

森園公園近くにある「天正遣欧少年使節顕彰之像」と
水質改善の目的で始められた「ガラスの砂浜」を
デザインしました。

【シンボルマーク】
諏訪駅近くに所在し、大村市を代表する江戸時代の
建造物である「本経寺」

国指定重要無形民俗文化財である黒丸踊と
キリシタン大名として有名な大村純忠終焉の地である
大村純忠史跡公園をデザインしました。

【シンボルマーク】
郡川に残る「かっぱ伝説」のやさしいかっぱ



別紙

道ノ尾駅周辺の発展していく町並みに加え、
原爆が投下された際、負傷者を運んだ救援列車の拠点
を担った歴史もあり、平和への願いを込めて千羽鶴を
デザインしました。

【シンボルマーク】
歴史ある道ノ尾駅の「駅舎」とお曲がり猫の
駅長「ネル」

春になると咲き誇る高田駅周辺の桜並木と高田郷に
ある4学校を花びらに見立ててデザインしました。

【シンボルマーク】
天満宮公園の近くにある「天満宮神社」

長与町の特産である様々なブランドのみかんと
長与ダムをデザインしました。

【シンボルマーク】
長与町最大の魅力である「みかん」

長与町の特産であるオリーブと町のシンボルとしても
認知されている中尾城公園のエアロブリッジを
デザインしました。

【シンボルマーク】
長与町の町花として指定されている「うめ」の花

長与町（4駅）



別紙

東彼杵町（2駅）

千綿駅から見える風景と大村湾に沈んでいく美しい
夕日をデザインしました。

【シンボルマーク】
四季折々の表情を見せる「千綿渓谷」

「お茶とみかんとくじらの町」として知られる
東彼杵町のくじらと特産であるそのぎ茶のロゴマーク
をデザインしました。

【シンボルマーク】
大村湾の「青」、茶畑の「緑」、新芽・未来の「薄い
緑」、山の濃い「緑」、
町民の心の温かさ・大村湾に沈む太陽の「オレンジ」の5
色から東彼杵町の地域性をマークでデザイン

多くの登山者を魅了する虚空蔵山とくじゃく園の
クジャクをデザインしました。

【シンボルマーク】
虚空蔵山の中腹に位置し「日本の棚田百選」にも選ばれ
た「日向の棚田」

大崎半島の対岸に延びた緑豊かな片島にある
魚雷発射試験場跡をデザインしました。

【シンボルマーク】
「川棚大崎温泉　しおさいの湯」につかるクジャク

川棚町（2駅）


